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まえがき

との綜合抄録は書きヂがマツのサシキについて11三:Jf.をやってゆく |111にあつめた交献を整理し

たものでタはじめ 1950 年の 1 n にひとまやとりまとめ，そのあらましはそのI，Fの本主-~l~i式験場

71f森支JJ/}研究発表会で発去し，その記録 13~15 ページに収められた。とのときの整.fIITの仕方

が気に入らなかったので、ひまをみては孔:き也していたのだが，他のf[)Jf.Iことりまぎれて今に五

ったものでるる。 1949年までのマツのサシキに閲する支献は大休遣がさなかったつもりだがp

その後の介は， !I年に外国のもので落ちたものがあるかもしれない。タト同文献のrJ lには )JJ{交を見

るととができなかったものもあって，それについては他の人のづ|川や抄肢によってその内芥を

とりあつかった。それらは交献日銀の許号に枠印をつけ，また係'11 きのもとを有ーきそえて必い

た〉全休としてもまちがいゃあるいは読み;存しがあるかもしれないと会それるが，とりわけと

の係引きの分にはあやまりがあるゐそれが大きい。

とのflÕ']f.をまとめるにあたって，とのI!り!題を書きーヂにやらせぷIJ}旨埠下さった東京大学の I1 件、j

trt 1.dJlí教授p その lJ iJ hJliJを法って下さった多くの外国の研究 Jfの方々に p 心からの感謝をささげ

る。また，東京大学農学部迂j材c学教室のJリJヂ佐藤前\/日街1"1 さんには， :Zf駄をあつめるについて

いろいろと仰述感をむかけした。あつく iJ:jJ 礼者三 'l iJ-.げる。

おおわけ 1. はじめに

←ーなぜサシキをするか?

マツ釘j CPinus 同)はサシキカ:で、きないものとして仕からよく主11 ら Jしている。 しカミも，タネ

のミノリは，ヤマの木のなかで、はよいブJだし， ',''', ~としたτるのもたやすいのでp とれまでもつ

ばらミショウでふやされてきた。いや，むしろわざわざ)Yiをしたてなくても，自然にゐちたタ

ネがめばえて立1).兵なヤマになるのが f干泊なのだ。だから p マツのサシキなどは，ただ物IJÝ.lきが

やってみるだけの，くだらないいたやらだとも ')gえられるだろう。

しかしサシキというふやし方には p ミシヨウでで、は 7 ネのでで、きないI艮ミさがある。つまり，初木

のもつているよい性r

木tに亡つたわるととだo ととわさざざ、."に P “;提に似ぬ子は鬼子"というが， ミショウでは，とのオニ

ゴがしばしばあらわれる c 場合によっては， 7古本のほとんどがオニゴになるととさえある34)。

ミショウでオニゴがでないようにするためには p イネやムギでさえも 10 年ぐらいかかる。ヤ

マの木が，jlJIくみて 1 代iこ 10 年かかるとしても， 100 年ぐらいたたないといけないわけだ。

だから，よい木を辿くふやすためには，サシキでなければliiJに会わなし、。

では，そうまでしてふやしたいというのはどんな木なのか? むつかしいサシキを無理にで

もやろうというのには，どんなわけがあるのか? とれまで害かれたものなど、から，そのいく



マヅ 'ftiのサシキについて 綜合抄録 (戸田) - 63 

っかをひろってみよう。

A. f{ちのはやいものを作る: 林業i式験場ではいま合ちの辿いマツを作りだそうとしてい

る。とれば，ユホンのヤ?に本がへってきたので，速く育つものを作らなければならないとと

と，マヴがパルフ。の)J;[料として使われやすいととから起っている。

との，~'dÆ改良のしさとは，ヤマから，そのまわりの木にくらべていちじるしく大きい木をえ

らび、だすととに上って主?となわれるがp それらの木がもともと良く育つ性'fTのものか，そのl品

川「の条fi:がよいためにそだったのかばわからないしサシキができるならば，サシキ f!? をそだて

てみて ffちが辿いかどうかを)<11るととができ，かんたんによい 1111陀(クロ{ン)をひろめると

とができる。だが，そ )Lができないために，えらばれた本のあいだでカケアワセを必とない，

よい百?を 111すネI I_.;千せをは IP，すやりかたをとっている。との方法では，よい'["1:'('[の J，;J，l，木の1[ 1にも

つかえないものが沢山で、き，千数もかかれ仕事の能率がかなりま子ちる。

B. 山気に強いものを作る: アメリカのストロープマツ CPinus Strobus , white pine) 

には， blister rust というサピ病があって p そのためヤマがひどくあらされた。ととろがp た

くさんの木のなかには，ストロープ句マツであってもとの病気にかからないものがあるととが知l

られた。との'1"1:'[日:子ijbにったわってくれるならば，さすがの blister rust も林廷にとって

とわいものではなくなるのだが， ミショウ7Jiで、はそれがうまくゆかない。つまし病気にかか

らない724木からとったタネをまいても，できるIll・のゐたくはやはり病気にかかり，つよい)17が

でる歩合は ， :'Niffiのタネから f I~立てる均合とすとしもちがわないのだ。ツギキ7!?ならば却水の

とゐりにつよいことがすでにわかっている刊)300 ツギキでnllWI'，'j をまかなうととはできないか

ら，どうしてもサシキカfのぞま ALる。

C. ヤユカキマツの!日， folï:改良: やはりアメリヵのフロリダ CFlorida) あたりでは，カリプ

マツ CPinus caribaea , slash pine) ，ダイオウマツ CPinus ραlustris， long leaf pine) か

らマツヤニをさかんにとっている。ととろで，とれらのイ〈を 1 イヰ 1 本しらべてみると，マツヤ

ニのでる分量にかなりのひらきがあるととが );11 られたυ もちろん，土地がよいためや p 木の合.

ちがよいために，それにともなってヤニもたくさん 11\るとみられるものもお・3甘いが，たくさん

の lいには，どうしても I淀川のつけようがなく，しかもまわりの本の 2~2.5 仰のヤユを !iiすよ

うな木がいくつかある。 してみると， それはその木のもちまえの性伐とJι うよりしかたがな

い。だからその木を却にしてサシキ市をふやせば，ヤユカキマツのよい品種(クロ{ン)がで

きあがるだろう 13)15)問。

D. ユシキマツのボンサイ: 林業からはずとし離れるが，ボンサイとしてよろとばれるニ

シキマツ CPinus Thunbergii var. asρeral)) は，はじめはすべて山取りのもの，すなわち

1) ニシキマヅはふつうクロマツ (P. Thunbergii) のカワリモノだが，アカマヲ (P. densiflora) 
のカワリモノにもある。 var. asρera MAYR という学名はアカマツのカワリモノにあたえられ

たものだが，乙こでは上のように使ってゆく。
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ミショウだった。だが，よいものがだんだんみつからなくなってきたので，しだいにツギキで

ふやされるようになってきた灼υ しかし，ツギキによるとツギメがめだってボンサイとしては

WÎ自くない。そとでp 自分のネの l二 lこたつものがのぞまれp ウパツギザ、シ (Nurse-grafting) 

やサシキでふやされるようになってきた10)400

そのほかいろいろのものがあるが，つまりは，仰かの立l床でわれわれにとってのぞましい木

を見 lfi，し p その'1"1:伐をそっくりうけつぐ fJi木を作ってふやすために試みられているととがわか

る。

ヤマの木の 11111柿改良にとって，とれとそがlll: もてばやく，またもっとも危気のない方法なの

だから P マツについてもサシキがのぞまれるのもふしぎではないし

だが，いままでのととろでは，ゐむくの研究fí-のき予JJ にもかかわらや，まだマツのサシキは

使いものになっていないc マツの山 11日?をサシキでしたてるととのできる日がすとしでも1f'-く

くるように，とりわけ，ユホンのアカマツ，クロマツでのその研究がjißむように，とれまでに

知られたととがらをまとめてみる。

おおわけ 2. 研究の流れ

-ーだれがどんな仕事をしたか?

マツ類のサシキがねづくととを書いたのは B1団自1m3 ) がいちばんはじめだろう(1891)。彼

はネグシが本?とるととを l認めたがp はなはだしくノk くかかるから市っくりの方法としては過当

でないとのべている。

実験のデータとしてはロシヤの KrHllLl);'~:1のがいちばん古いようだ(1908) 。 オオシユウア

カマツ (Pinus silvestris, scotch pine) をつかつて， 4%がねづき p カルスを作ったものは

もっと多かったι

そののち，イギリスの BALFOeB.l)は 1913 ~I~I乙 p オ{ストリアマツ (Pinus austriaca) 

のサシキがねづいたととをかいている。

1929 年には，主lL木のトシによってサシキのつき易さがかわるととをみた G.\ImX1m l~) の大

事な研究が発去され，リンゴなど，ねづき難い主i‘たくの担当Jfといっしょに，マツ知もいくつか

材料としてとりあげられ，ごく若い籾木を使えばねづくととが知られた。

はじめてサシキ苗で、ヤマをしたてたのは，ニユウジランドの F~ELD 1めだ。彼は， インシグ

ニスマツ (Pinus radiata, monterey pine) の 1 年 7 月了!?の枝をかきとって*f!lザ、シを行い P

95 %以上のネヅキを得た。との苗はのちにヤマに植えられ， その後の育ーちは BlI(mCH)4) j乞

よって報告されている。

サシホを植物ホルモンであっかえばネグシがよくなるととは，いまではひろく知られたとと

だがp とのととがわかってからは，マツ長J'lのサシキをととろみる人もいちじるしくふえた。いー
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ちいちそれをのべてゆくのもわやらわしいから，沼 1 去に会とめて示すととにする。=ホンで

マツのサシキがねづ〈ととをす咋いたものは，大-'HYミ戦争の前には，作\11()のニシキマツ (P.

Thunbergii var. asρera) だけのようだ 3

第 1 夫 ホルモン処f里が{子われるようになってから発表されたマ γ のサシキ

川
ν一

日
決
年

盗
品 早

川
ヲE

24 

30 

1938 KO)[[f'SAW)V 

I Mmov 

I K(Hn，刊A1W\'

者 マツの積 Ui zi斌2
甘T ぢ

国

ロシヤ P. silvestris1 

アメリカ P. Strobus 

ロシヤ P. silvestris 25 

1939 JACOBR オオストラリヤ P. radiata 

TlrnIA~~ と D]<~f，r~LE アメリカ P. Strobus 

I DEf,lRf,E 

19 ,10 DORλ}; tょ二~~
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I S:I';o¥¥' 

I DmJlEll 

1941 I S~O\V 

1942 I DEf,TSLE 

I DEl!DJ-:R 

I FA肌\1:' と GIUCE

I ~ÍI'I' CII Efんたち
S lJ EI :J l,y 

q
u

に
J

〆
h
u

内/
}
A
A
寸

アメリカ P. Strobus~ 

アメリカ P. Strobus 

アメリカ P. Mugo var. Mughus 

アメリカ: P. Strobus 

アメリカ P. Strobus , P. resinosa, P. bungcana, P. 
densiflora 

アメリカ P. Strobus1 

アメリカ P. Strobus2 

12 

28 

38 

8 

39 

アメリカ P. Strobus, P. monticola3, P. 戸arviflora，1. 3 ，
P. flexilis l.:J, P. Iwraiensis1• 3, P. peuce1•3, 
P. Cembra3, P. La削除rtiana1 .:l . 9 

l カナダ P. Strobus 1 7 

アメリカ P. caribaea 33 

南アフリカ P. radiata3 37 

I TrrUJ 川と D川同 1，アメ

TrFFλ♂λ\ 

lη94“1 I Mll山l日w仙1γv アメ

1945 , DOIDIλX 

1946 I DOHk¥ 

1947 I DOlc\1λX 

1948 TODλ と SA'I' OO

TOl以

1949 I D lJl<'Fmr，])と
LIDDICOE'l' 

1950 ; THmrλ日と RlKER

1951 高原

1952 千葉

I Toll 

アメ

リカ P. Strobus� 46 

リカ P. Mugo var. Mughus 49 

リカ P. ρonderosa， P. Stroblls, P. radiata, P. 
attenuata x P. radiata, P. sabiuiana, ! 

P. Lambertianα" P. echinata, P. echinatαl 
x P. taeda, P. caribaea 己2

リカ P. caribaea 13 

アメリカ P. Strobus 

ア< \)カ P. ρ。lusfris

11 

14 

ボン P. densiflora3•,', P. Th/IJzbergii var. 
CModoOll1'1tUJ3.5 54 

ホン P. densiflorati, P. Thunbergii var. 
CModoomョtUJ5.G 50 

アメリカ P. attenuataxP. r山iiata (F2l 16 

アメリカ P. Stroblls 47 

ニホン P. densiflora 

ホ ン P. densifl仰が

ニホン P. densiflora 

41 

48 

53 

1. ねづ司いたものはなかった。

2. ホルモン処湾によるサシホの組織の斐りかたをみた。
3. ホルモシを使わない。

4. メバエのサシキで根がどこから出てくるかをみた。
5. モドウマツの学名を，アイグロマツとして P. densifloraxP. Thwzbel'gii としているが，

まちがL、のように思われる。クロマヅの林業上の品種というほどの意味で上のようになおし
ておく。

6. ハタバザシ。
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そのほか， ユシキマツをふやすのに， ウパツギザシ (Nurse-grafting; サシホがねづくま

で，ほかの古木にツギキして養って必〈方法)がゐとなわれているという土井10)の報台やp ふ

せ込んであったツギキ}Ilk-のツギホからネが1+11たという 111 1 1 143 )の発表，今三写2めがかぎとめたトリ

キの方法なども，サシキに関係、のあるものとして凡越すととはできない。

さらにまた， rl然のトリキ(伏条)についてしらべてみると， MAYH2J ) は，ほかのいるいろ

の針葉樹とならべてマツのトリキボ艇をだすのに水くかかるとのべているがp 実際の例は示し

ていない。高い 111のハイマツ類ではネグシがしばしば起っていそうなものだがp モンタナマツ

CPinus montanα) のととを書いた Schrδter川も*幼ミらネを必ろしたのを見ていないよう

だz ニホンのハイマツ CPinus ρumila) については，たしかに根をむろしたものがかなり見

られるが，書いたものは武田仰が簡単に p 根をゐろしたものがあるとのべているだけでp くわ

しいようすはのべられていないっなゐf主総川は，アカマツの或る:作泊でない木でベタマツとよ

ばれるものが，まがったミキの地についたととろから艇をたろしているのを書きとめている。

とのように，マツ業日の n然トリキは大変にすくない2) 5) もののようでp はっきりとの問題に

ついて書カ通れた丸首はただふたつ， LU'1' Z27lのと千昨川のがあるにすぎないιLUTZ のものは，

ストロープマツ (P. Strobus) のトリキがp たまたま 1 本みつかったという報台でp 千野の

ものは p ゴヨウマツ CPinus ρentaρhylla) にかなりトリキとなる 'f'!t 'ltがるるととをのべて

いる。

そのほかには p クキからのネグシは VAAH'1'AJA55 )によってき以f!よされたものがあるだけのよう

だ。とれは，オオシユウアカマツ (P. silvestris) のわかいオ三のミキのネモトからお品111iたと

いうものでp ゐそらくキズがもとになっているのだろうという。

おおわけ 3. サジキがねづくためのいろいろの条件

とわけ 1. 却水について

A , 'iJ!/fミのトシ: サシキがねづくかどうかは p いまのととろ p 組本;が若いかとしとってい

るかで，ほほ、きまってしまう。第 2 去は GAHDXEI1，10) がしらべたものだが， 1 (， j三了i句通らとった

サシホならやいぶんよくつくのに， 2 !Cド， 3 (rドとひどく f[~ くなるととがわかるの

第 2 表親木のトシに上るネグキ

歩合の違い (GA ulJN' E H,) 

親木のトシ
マヅの種類! ーァー

l 年 I 2 年 I 3 年

P. silvesfris 77% I 8% I 0% 
p , Slrobus 98 51 12 

P. resinosa 62 , 3 7 

P. faeda ¥ 46 ¥ 6 ¥ 0 

そののちの研究 i斤もすべてトシの問題にはfì:=.:立

をはらっている。

では p どのくらい若ければサシキでふやせる

か? とれはマツの種類によっても遣い p また，

後にのぺるいろいろの条1[1二によっても変る。とれ

までデータのでているものについて，とれを表 3

にまとめてみよう。



マツ類のサシキについて ー綜合抄録一 (戸田) - 67 ー

第 3 表 ネグキと親木のトシの関係

マツの間 ~î 1;処開なしで l 処理して ねづいた内文献の4号
四 120% 以上 20% 以上|:最も古い木 官

P. Strobus 6年 29竿 61年 9

ca.30 - 12 

3 65 45 

3 80 46 

!O~15 - 17 

20へ.30 - II 

P. radiata 5 9 - 23 

8 ~ 

P. Cernbγα12 - 9 

P. silvestris 0 25 - 25 

P. densiflora 2 - 7 50 

t(� 3 去にあらわれていないものでもトシの関係がしらべられているととがゐ必< ，たとえ

ば p カリプマツ (P. caribaea) は山木がごく若ければ 90 %いじようねづくのに p マツヤユ

がとれるほどのオ壬ではいちじるしく J巴< :13)，またオオシユウアカマツ (P. silvestris) /土ホル

モン処.E11!により 3 /'1~I'iiならば 70 Jòねづくのに 25 /'1土では 30 %にしかならない町。

J A CO DP.~:l)はオパナがつきはじめるとネヅキがいちじるしく落ちるとのべている (P. radiata) 

がp とれがはたして関係があるのかどうかJ土YÆわしい。アカマツ (P. densiflora) は 3 ~I~ 口

からいちじるしくネヅキが7存ちる別切らとのトシでは f干jffi オパナはまだついていない。ほかの

相官!でもそのようなととはまだ報;!?されていない。 DEIJl !EH.8 )によれば，アカマツ (P. densi. 

flora) では，メパナをつけた投はかえってねづき易いという c

また p ととにいう。トシ。 l土 p ミショウ717のトシで，サシキ -I'，ï ll)やツギキ-I'.ï '0)では， JIヲは小

さくともか荒いかといえないととに注立しなければならない。つまり p サシキやツギキによっ

てわかがえらせるととは，いままでのととろ，できてい左いし，また，イケガキとしてメ1J:l6ん

であったもの (P. Strobus) も， ，，;]じトシの 3ff-;呂Jコ木よりかえってIU/.かったという九

B. ~J.!木のソレゾレヤf: (1[，'， 1休刊:): tíÇ3 去のストロープマツ (P. Strobus) のととろを見

ると，ひどくまちまち左京ff耳ミカまでているとと，ま fこ 60~80 /'l~ というとしと，ったオミからも，と

にかくいくらかのネヅキが件られているととにきづく。さらに， DOIlA i\ll)に上れIf'， 20~30年

のストローフママツ (P. Strobus) で，或る木からのホはホルモン処理をしてもまったくつかな

いのに，ほかの木からホをとると 20 %ぐらいにはホルモンなしでもねづいている。ホルモン

処理のやり方にもあとで述べるようにいろいろあるが，どれかひとつのやり方がきく木は， ほ

かのヤリカタによってもよくねづく。つまり，サシキのねづき易さは親木のそれぞれによって

遣い，また，ホルモンのきき易さにも親木のソレゾレ性がみとめられる。 DEUJlERめのもまた，

ゐなじストロープマツ (P. Strobus) で，冬、なじようなととをみとめている。

とのソレゾレ性は，大きな木だけでなしはなはだ若い朝木にもあらわれるもので，モドウ
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マツ (P. Thunbergii var. CModoomatu)) の 2 ~[:-I"'Iからハタパをとってさしてみると， 100 

%ねづくものもあれば、 1 本もつかたいものもある。アカマツ (P. densiflora) の 3 年前でも，

ゾレゾレ'/'1:はやはりあきらかに見ら flる 5川。

とのソレゾレ'/"!:は組木のもちまえのもの(む伝'/"/:)なのだろうか，それとも，そのときかぎ

りのやJかのJ;0~.C~!~によるものだろうか?

SX() \\,ö8) , DEl1 llE Iiわ川， D01L\Xll )はとれをもちまえのもの(c1onal variation) とカミんがえ，

ただわやかに，勢のよいものよりも，ややたさえつけられた木にねづき易いものが多いととか

ら，いくらかの縫いを残しているe

しかし，或るH年によしゅはi(tj(ごった仰木からふたたび、ホをとると，とんどはさっぱりつかない

とと川山や，またはんたいに，ねづかなかった副木でも，くりかえしてみればつくととがある

のが知られていて，そのため， TJI(}:\[AR と RrKlm-mは，サシキのネヅキ!土遺伝性よりもそのと

きの ~~， I.木の状態によってjたまるものではないか，とのぺた。

とのととは，ねづき易さが遺伝性によってかっきりと i)とってしまうものではなし机木の内

外の条件によってかなり j主うものであるとと， したがって， いまはわからないや付込をわれわ

れがつかむととによって， Jιいのままにサシキをねづかせるととができるだろうというととを

示すものといえる。また，サシホをとる ïJûに処旦il をするととでネヅキがよくなるJ斗介があるこ

と .18)5:n もとの巧えをささえるものだろう。

だが， T]I(日fAS と RIKElè があつかった却水(150 クローン)のなかに，かいつもジとってねづ

き易いもの。というのがなかったからといって，そのようなものがかないq というととはでき

ない。 いろいろのシユルイの木で， '!，'， ;H:によってねづき易さに:&いがみとめられてネ; 1) , (例

えばスギ，プドウなど)，また Dn:'l'IE I~ 1) と Ln巾rCOE'l'l(j)のしらべたインシグユスマツとアテ

ヌア{タマツのアイノコ (Pinus atienuradiata) での場介からも，ソレゾレ，/"[:のいくらかは

遺伝にようてjたまってくるものだと考えられるり

とのアイノコの F 2 を組本とした場合にも，ねづき易さはたしかに 1 r'lJ! I と 2 JiiI! I でかなり

動いた。すなわち，遺伝だけでjたってしまうものでないというととはるきらかにいえる。にも

かかわらや， 11"1!1 と 21nlll の関係を全休としてながめてみると p はじめのときによくねづい

た糾木は次のときにもよくつく傾きがみられ，遺伝性に目をつぶる訳にゆかないととがはっき

りわかる。

とわけ 2. サシホのとり方

A. ホをとる時期: l :1j三のうち，いつごろサシホをとればねづき易いか? との問題につ

いてはまちまちな結果がでていて，はっきけというわけに行かない。ととにはそれぞれをただ

取次ぐだけにする。

tJ.."%.:-, 時期について考えるうえには，いうまでもないととだが，その研究がゐとなわれた場
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所に j主主t しなければ、ならない。なぜなら，ニュージランドやオーストラリヤではユホンやアメ

1) カでと;民生が反対に吐るし，またフ口リダとカナダでは冬の長さにいちぢるしいj泣いがある

からだ。

時期を，主li木のず了ちとエ与え合せてくぎるとすれば.

1. 春にのびはじめてから夏のはじめにのび経るまで，

2. fjcになって育ちが車:!:り冬ごもりにはいるまで，

3. 冬のはじめ，

4. 冬の後半分，芽がうごきはじめるまで，

とするととカ:できょう υ

1 番 11 の/1:予知lがよいという結果はどとからも 11 11 ていないc 反対に，との時!リjが思いという報

告は，いくつか見られる。

すなわち，ストロープマツ (P. Strobus) では，年のうちいちばん足以、のが 4 ]Jから 7 }j の

はじめまでといわれ (DOlも.A.i\，11) ， アメリカの Massachusetts で) ，カリブ町マツ (P. caribaea) 

でも，冬Fから 15 11 むきにさしつけたもののうち， 6JJ20 F3にさしたものがはじめてねづい

たという (M叶I引I lJ~J， L など 33) アメリカの Florida で)0 T印刷AS と RnζIDr~4.7) も， 3 月から

7 月のあいだのネヅキがし、ちじるしく以い(ょいときの 65~80 %にくらべて 2~4 %，処理

しても 5~18%) ととをみとめた (P. Strobus アメリカの Wisconsin で)。

とのように， JiJr主jとめのびているときは， だいたいわるいといってもさしっかえないようだ

が，とのノピがとまったすぐあと，わやかなHおりjがとりわけよいという判;!?が，ただひとつあ

る。ロシヤの K川[~~'.t::ARO \，，23)が Leningrad でむとなったオオシユウアカマツ (P. silvestris) 

での成主ltでは， }kf:l'がのびてまだよくかたまらなし、/1寺WJ ， 7 月 5~12 U にさしたものだけがね

づき， 6 )J 20U ，あるいは 7 月 20 11 にさしたのは全くつかなかったという。

2 番 11 の時WJ，すなわち p ノピが粍ってから冬ごもりにはいるまでがよいという結県はいく

つか見られる。 F.\lm.\R と GIUOP)は 7JJ のなかば、から 10 月の必わりまでそしらぺ， 8 n の

なかばからむわりまでがよいとのべ (P. Strobus， カナダの Ottawa で)， TlJ O丸山と RIKEl~47)

も 7 月のなかばから 9 月のなかばまでがよい (P. Strobus, Wisconsin で)ととをみた。その

のちのネヅキのたとろえを， TlI OillM，と RIKER は， ÜilJ立がさがるためにカルスができにくく

なるのだろうと考えている。そのほか， SKOW3めのストロープマツ (P. Strobus) も 8JJ のは

じめにとったものがよくねづき，ユシキマツ (P. Thunbergii var. asρera) も p 谷 n H) に

よればp 秋の 10 月のほうが蒋よりもよいらしいという。

3 パンメの時期，冬のはじめがよいというのは，いまのととろみ&たらない。 Dm:m;n8)は，

1~3 月にくらべて1l~12 )jがnBいのを見て，エチレンクロロヒドリン (ethylene chloroｭ

hydrin) やチオウレア (thiourea) など， 11民り N][ lJのクスリを使ったみためが，キキメは比ら
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れなかった (P. Strobus， アメリカの Connecticut で)。

4呑fIの時期，冬のむわりから春のはじめにかけてがよいというの l:i ，上にのぺた DEUBEl t

のほか， DORA)illl (P. Strobus, Connecticut で)も 1， d じで， FIELD18 ) ははっきりとの時期が

よいとはいっていないがユユ{ジランドの冬のなかごろ 7 JJf亡インシグユスマツ (P. radiata) 

をさし，オーストラリヤの JACOB円.'33) も同じマツを川じとろからさしはじめている。アカマツ

(P. densiflora) では p 時期jをくらべたものはないが， ~'，;j.'J~[ ，f l)は 3 月 22~23 日にさしつけ p

TO])A5(りは 4 月のなかばにさしている。との， ~うとの叫イヤ，新芽はもう勤きはじめていたのだ

が，ハタパサ、シであるととも二汚えに入れて， 1 若干はじめの/l寺J日!と見るよりも 4番目の時間の

たわりとみ左してゐくほうがよいと:考えられる。

まとめていえば，サシキによい日刊Aは， 1 ~3 1:JのぞjHJごシと， 8 ~9 nの f火ザ、シの 2 凶で，

そのどちらがよいかは p たやすくはいいきれない。たそらくいろいろの条件とからみあってい

るのだろうが，ととにも親木のソレゾレ性がはたらいているのぜはないかとゐもわれるふしが

ある。すなわち， JAじり n日.23)がインシグニスマツ (P. radiata) でのべている p 芽がはやくのぴ、

はじめるものは平くささなければ、ならない，というととに，もうすとし注意をはらう必要があ

るだろう。 K川nF.sAH.O\'~';) がゐとなったワカヱダザシも p もう少しためされてよい方法と考え

られる。

B. ホをとる場所: サシホのねづき易さは p とわけ 1 で、見たように p トシや環境で変る。

とれら，ねづき易さを決めてくる条件は， 1il\1;;f三のいろいろの部分に苅-して p 必 tt じようにはた

らくものではないらししそのためか，サシホを*)~木のどとからとるかによって，ネヅキ;iJょ合

がかなり遣うようだe

とれまでにしらべられたのは，ストロープマツ (P. Strobus) がゐもで， DORAN など1~) が

上の方からとったサシホはまったくねづかなかったのに p ド校からのは，ホルモン処正mによっ

て 70% もねづ、いた。同じようなととは S:sO\\γ38) ， TJIOMM~ と Ruum4りによっても見られP また

TJl DlAXX と DELTS:L 1{(5) ， DJo;UHElt1りによっても，わかい jJ，\木についてしらべられた。 DIWJlJυlt

の実験によれば，モトミキのシンはヨコエダに，エグのシンはさらにそれからわかれたワキヱ

ダに劣 h また， fflJ じツキヱダでは先の方が元の)jより起いという。だが， KOì\IIP日A1<OV25) の

オオシユウアカマツ (P. silvestris) では p 全く反対の紡果が11\ている。

とのような，組木の部分による泣いがど、んな)Jí[ I左|によって起っているのかは p まだほとんど

わかっていないc ゐそらくは，とのひとつのととにも，いろいろのととがらが関係しあっ℃い

るものと瓜われるが， DOH.AKll ) は光の関係が大きくはたらいているものと凡ている。まえにの

べたように p 勢よく育っている木よりもやや;k?さえつけられている木の方が， :~~同三としてよく

ねづくととが多いの 11) ととが失fIられ，またタセンプラマツ (Pinus Cembra) では，ヒナタエ

ダよりもヒカヂヱダの方がよくねづいた(10 %にたいして 30 %)実験もあるのから，との考
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えはゐそらくただしいのではないかとむもわれるむしかし，との二局、えをたしかめようとして p

木の北側からと rWtl肋ゐらとサシホをとってくらぺた実験では，いくらか北1f!~の方がよいようで

もあったが，はっきりとしたととはわからなかった[1)(沼 5 去)0 TH川LAS と R1KJm I7 ) の'，niJぺ

でも，これをうらづけるが;県はでていない。

そのほかの師会J1についてはあまり ;OMべられていない。アカマツ (P. densiflora) の 3 1" 三店

で p モトミキとワキヱダ、からそれぞれハタパをとってくらべた T()])A 50 ) の実験で'fì ，はっきり

した泣いは川なかったっ MrI l川，33)の 'dJiàべによればp ポンヂローサマツ (P. ρonderosa) でも

ストロ{ブ"7ツ (P. Strobus) と II;J じ附きがみとめら JLるというもオーストラリヤの.T，\(川、S~3)

は，実i踏のTIl-作りとしてインシグエスマツのサシツケを行っているが，ヨコヱグの一帯光のク

ルマヱダについている小ヱダ，すなわち 31 11111のソキヱダをあつめるのが，いちばん仕事もは

かどにまたネヅキもよいとのべている。

C. ハタパサ、シ: 書き子はまえに，アカマツ (P. densiflora) とモドウマツ (P. Thun. 

bergii var. CMoc1oomatu~) のハタパサ、シについて悦 i在した問。 とれは，やっとまえに渡辺

豊治という人がクロマツ (P. Thunbergii) のハタパから艇を/[\させたことがあるという訴を

佐肱敬二教民からきき， -Nific;りの:方法として{支えるだろうと考えてゐとなった仕事だっ7こ。そ

して， ;jl~が/1 11 るというととだけでいえばp たしかにいくつかのネヅキを件たのでp 望みの多い

}j"ll~ としてすR告したのだが，しかし，その後の様子をみると，なかなかそうはいえないととが

あきらかになったb

すなわち，マツのハタパはすなわちツマリヱダ(匁川主)に葉ーがあっまってついているもので，

しばしばノピエダo三イ7りにかわるとともあるのだから，根さえ川れば茅がのびてくるほうは心

配しないでもよいと Jすえていた。そして，ねづいたハタパのうちの幾本かは実際に芽をのばし

てナエになったが，必ゐくのものはそのまま枯れてしまった。とりわけ， i'Rが 11 11 ただけで全く

芽が発法しなうちに冬になると p そのハタパはもう茅をのばすととができないらししさしつ

けた年のうちにるる柁度芽がそだったものだけが}V{になるととができた。また， :tl，l木が 3 1，，~ よ

りもとしとって4守れば，いままでのととろ芽をのばしたものがない。芽ののぴ易さにもソレゾ

レ性があるらしく，アカマツ (P. densiflora) の 2 年一Nî6 イ〈を机オ三としたハタパのうち，十

ばぬけて芽の立ちのよい親木がるしまたとりわけ悪い親木もあるのがみられた(未発炎)。

そのほかのマツでは，インシグニスマツ (P. radiata);3に ストロープマツ (P. Strobus)G) 

lü) で，ハタパのネヅキが'(~{台されている。とれらのネウチについて， Jλ仁OES23 )は，ヱグザシが

うまくゆくからハタパについては研究をすすめる必要はないとのべ， THDIX1\S と DELISLE4ü)

は，ねづいても枯れるから実際の役には立たないとのべている。

D. ホヅクリ・ サシホにするヱダのトシについては， ÐOH.ASll )は 2 年ヱダより 1 年ヱダの

ほうがよいととをたしかめ，そのほかの人もた冬、くは 1 年ヱグを使っている。 DEUlEI(りは 1



-72 林業試，I~先場研究報告第 65 号

~Iミヱグを p 本からもぎとってカカトをつけたもの，カミソリでネモトから切り取ったもの p に

わけでくらべp カカトのあるほうがよいとのべている(とのふたつ P. Strobus) が， ]A(;りおS"'J)

によれば泣いはみとめられないという (P. radiata) 。 ただし， ]A川 IJS は枚を仰木からもぎ

かけて P カルスを作らせ℃から切り肉fl してさ「とネヅキがよいとのべている。

サシホのiぐさについては， どのくらいがよいというはっきりした符はで、ていないっ ストロ

ープマツ (P. Strobus) で， TJlgL\xS と DJ<;LIsr，E日)は 1/'1三ヱダ、の全部をそのままつカミい，

FAIWA J:. と GltACJ<;17)は 5~10cm とした。 KOilHSSAltけ，，'J5)はオオシユウアカマツ (P. silvestris) 

で 7~9cm，谷 11 H )はユシキマツ (P. Thunbergii var aspera) で O.8~1 寸 (2~3 cm) 

~L ，きりそろえている o ]，\Cけ HR!.l りは， 7 インチ(むよそ 17cm) より i心い i:主は， 7 インチまで

切り納めてさしつけた (P. radiata) 。 とのとき切リすてられる元の方の制i分も，さしつけれ

ばよく収を 111 し，また，あたらしく 3弘三をふいてi町になるという。

切 11 をどう切るか，についてしらべたのは， ]..ACOBS'J3)が去もだ。ノj 、JJ で、 45。に切ったもの，

V:_j~なりにけす、ったもの p ナタでソ1'(-'1'-に切ったもののII\Jには，ネヅキのちがいはみとめられな

い。だから，ヂ11\1のかからないように，よく切れるナタを使って， 1 ，~[歩ったたききるのがよ

いとのべている (P. radiata) 。

TII川L\，:と Rrlo;H，j7)は， ÆJ~がヤ') 11 のすぐそばから 11 11 るのをはて，切 11 のひろさをふやすた

めに 1 インチ(沿よそ 2.5cm) の長さにそぎ 11 をつけた。との処土11 1 によ i) ，ネヅキは 4%か

ら 17 %に bがったが，それとともにHi~l もふえたので，もっと弱い処.fIHでなければならない

とのべている (P. Strobus) 。

?";jJJ;ド1) はホヅクリをノ'1'<:のr[ 1で行っているが，効めがあるのかどうかi土あきらかでない (P. 

densiflora)。

サシホについている葉をどうするか， も I!\j出になる ι 谷 11 41 ) は p ネモトの北ーをむしりとって

いる (P. Thunbergii va. asρera) が'-，tf(-jillにはとれはよ〈ないらしい。 SxOìr:l 9 ) はいろい

ろの制度ーに 12:をきりのけてみたが，すべて，陥れをふやすととになり，とりわけサシホの上のほ

うの:店主と切り縮めたときには，みんな枯れてしまった (P. Strobus)o ]Aむけ 13R:J ;) も， :~Sをしさ

いたものはネヅキが!lEi く p また.，'I'j{Jl I で守則 l'によってねき上げられるととが多いとのべている。

ただし，ホルモン処理をするときには，~をしごいたもののほうがキキメがあるという (P.

radiata) 。

とわけ 3. サシホの処羽!

主ι土三主主i_: サシホの'切[]にヤニが同まりっき， z: ~しがネヅキを思くすると考えら

~T，ヤユヌキをするととカ:ある。 MrH.O\o3U)32) はストロープマツ (P. Strobus) とポンデロ{

サマツ (P. ρonderosa) で，ネモトを湯に 2 時1i\1ひたし， KO"，lTst-t.A 1川y2!í)もオオシユウアカマ

ツ (P. silvestris) で， 7J，に 2---3 時I'/ \J ひたした後， O.5~lmm 切りちぢめてさしつけた。し
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かしp そのほかの人は )JIj段そんなことをしていない。また， MrIUJV32 )がたとなったヤニヌキを

したものがしないものよりよりもよいかどうかについての訓べでも，はっきり行った方がよい

という帝針lJμT

ヤニヌキをしらべたものvでではないカが:ら， lλ\l川川I日:8"ρ2幻町ヲη)1は土， インシグニス7 ツ (P. radiatα叫) のサ

シホを， Jl-方 l土木にさし， }j-:t-は袋 i乙いれてとって公き p その後!cl ， iJ じようにさしつけて比べ

たがp ネヅご干にはかわりは込めらiしなかった。だが， T11川[AS と RrKEn:1ì )の 'iV，'~べで、は， これ

もヤニヌキをしらべたものではないが， 4 '~Iこ生のストロープマツ (P. Strobus) で，ぷに 24

時li\Jひたしたものは，すぐにさしつけたものの 38 %にたいして 54 %ねづいたという υ

したがって，との川也については，なゐはっきりした実験を行ってみる必裂があるとおーもわ

.t'L る。

B. ホルモン処J!I\ ・ ホルモン，処.flHはいろいろの人によってゐとなわれたが，その枯瓜はま

ちまちになっている。

Kmr:F，削 J{.oy2-nはオオシユウアカマツ (P. silvestris) でインドール昨目立 (IA) の 0.005~

0.02% , 12~36 時1 1\ 1の処却をたとなって，まったく効めがなかったととを机介したが，その

のちmほかの条件，すなわちホをとる時期jやサシドコの温度などを変えるととによって，だい

たいj， iJ じ処.flllがかなりよく効いたとのべているe とりわけ， IA の 100ppm，るるいはナフタ

レンrqj，目立 (NA) またはその K塩の 50~100ppm で 18~36 li争 li\J;iうっかうのがよいという。

ストロープマツ (P. Strobus) については沢山のデ{タがある。ます"， Dけ11λx など 12) はイ

ンドー Jレ|鴨限 (IB) 200 ppm , 5 n年 li\Jがよいととをみとめ， TlI ;)L\:\X と DELTSLé5 ) I'ì ，はっ

きりはしないが 24 日制 i \J処_fmならば IA の 200ppm がよいようだとのべている。 Sxり\V:i8)lì ，

ま-1' IB (25 ppm) のノjく処J~llにつづ L 、て IB と NA をふくんだ i::!i土の粉を切 Jl!こまぶしつけ p

いくらかよいよえttftを件たとし、う 4

しかし，いっぽうでは， JEなじくストロープマツ (P. Strobus) についても，きかないとい

う人もある。すなわち， DEl T I: EH.のふたつの'il{汗のうち，はじめのほう幻では，いろいろの処

工引をととろみたが， はっきりきくとはいえないとのべ， FλIWAll と G IiACE1ì)も， タルケにま

ぜた IA のコナ処王1 1'. (10 , 100 , 1000 ppm) がきかなかったとのぺて L 、る。

DEUBEll のあとの桜台η では ， -1~l木のわかいものにはきく(第 4表)が，としとったもので

は，たまにはきくとともあったがきまった何きはなし処王rnなじでもねづき易い場合には割合

によい成紅訪ヨ得られたという。との実験の中にはいろいろの方、法の処.fll\がことろみらiしている

が，そのなかで， IB あるいは NA のアルコールi各i夜をツマヨウジにしみとませ，とれをサシ

ホのネモトの近くにつきさしてたく方法があり， 6 年生の親木のときにはよくきいたとのべて

いるのはゐもしろい万法だ。

DりH.AX もまたそののち 11) かなり℃びろくしらべているが，やはり効き易さにも親木のソレ
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合H表 6 年tl".のストロープマツ (P. Strobus) を籾/{くとして， 140 日む

しめきづたときのネグキ歩合 (DEUBElt!J)

タルクとまぜて， 2 mg!gr 

タルグとまぜて， 2 mg/gr 

タルグとまぜて， 2 mgigr 

7kにとかして， 10 mgil , 31守口 11

7kにとかして， 10 mgil ， 圧力をかけて 10 分

水にとかして， 101ngil，圧力をかけーて 20 分

1 水にと刀〉して， 10 mgil , 3 時 1 1\ 1

10mgil を sucrose 1.5% と共にlkにとかして 311寺 1111

10mgil を sucrose 1. 5 %と共に水にとかし庄力を刀ミ
けて 105.1ト

IB ラノリンとまぜてネモトヘ， 4 mgigr (past.e) 

IB ラノリンとませてネモトへ， 0.2mg!ml (elTI'llsion) 

IB ラノリンとませて子へ， 0.2mglml (巴mulsion)

IB ラノリシとまぜて予F とネモト]，可ブfへ， 0.2mgil 
(er汀ulsion)

エ 〆の シ ン IB 10mg!IOml のアルコール溶液なツマヨウジにしみこ
i ませてっきさす

NA 上に同じ

サシホの型 l クスリ l
ヨコエ!/'・キリトリ I IB 

ヨコエーグーモギトリ IB

か I NA 

'1 IB 

か IB

IB 

NA 
IB 

IB 

11 

/f 

/f 

/f 

11 

11 

/f 

/f 

/f 

生!_I，
歩合

M1 f:弔;くらべ

359&! 259'� 

・ 50 30 

45 30 

60 30 

55 30 

35 30 

30 30 

3υ50 

方 法L型 の

R
υ

円
U

円
U

4
4

ハ
υ

っ
υ

R
U

円
U

ハ
U

2
 

10 30 

5 30 

55 5 

85 5 

NA...... ナブタレシ酢酸IB..... .インドール1'iG.'Ií空

第 5 茨 20~30 年のおl木からのサシホのネグキ歩合 (DOllAXll))

不 ヴ キぅ!歩 ぷ〉、
CI 

処 到! i 第 l の~J)木 第 2 のおJ 木 ~:('; 3 ~)沼，1 木

北官!|l i 南側北側国側 l 北側:内側

く らベ 22 9 。 。 10 。

IB 2C コ mg/l 5 時間 63 57 21 34 32 34 

Hormodin No. 3 59 47 27 20 30 25 

Fermate.Hormoc¥in No. 3 44 26 

ゾレ性があり p ホルモンなしでもねづき易いものにホルモンのキキメが大きいととをごみている

(第 5 夫)。処理Ilの主法としては， ミズ処迎 (IB がよい)のあとでコナ処理をするのがよいと

いう。いくらか事情はちがうが， TI-IDIA]\1;"と DELIPLEJ5 ) も 3 日;J;~きにミズ処理をくりかえ

して， :!ÞJl: りがいくらかあがるととを見た。しかし， T竹DA叫がモ r ウマツ (P. Thunbergz'i 

var. CModoomatu)) のハタパザ、シで、みたととろでは，カルスができたのちに(サシツケから

7週IUJ)ミズ処理をくりかえしたのでは効めは少しもなかった。

カリプマツ (P. caribaea)，ダイオウマツ (P. ραlustris) については，ホルモンだけの処

理ではだめでp いろいろのものをまぜあわせた複雑な処理をと去とたっている 14)3めらとれについ

ては後にふれる。
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インシグニスマツ (P. radiata) で、は， JACOBS~J) によ~'L':f，ホルモンはネグシを早くし，

~1{のつりあいをよくするというが， Niののぴ、はとりわけよくもならや，またネヅキ歩合もあが

らないので処却をする必要はないという。

アカマツ (P. densiflora) とモドウマツ (P. Thunbergii var. CModoomatu)) のハタ

パザシで， T()])"\50) はr，1It~ 、ミズi街fえ (NA-K ， 2~8 mg/cc) にちょっとひたすだけの処理をして

いるが，いくらかきくととも，かえって思いとともあり，また，羽木が 3 年よりとしとってい

てもともとネグシが思い場合にはすべてキキメがはっきりしなかった。そののち， ?a石原町は 5

"1'生のアカマツ (P. densiflora) で， NA 10 mg/l , 24 時Ii \L 沿なじく 100 mg/l , 6 時Ii \lのl

処却をゐとない， 10mg でも0 ， 100 mg で 1/20 のネヅキを件，また， くらべのものよりカル

スを作るものが多いととをみとめた3

ホルモン処}IP.についてまとめていえばp クスリとしてはインドール附股 (IB) が多くつかわ

れ， 1O ~200 mg/l のミズlrfì夜または 1~5 mg/gT 税!支のコナ処fl]!がよいようにたもわれる。

とのように p そのほかÆii当な方法でやとなえは'たしかに効くととがあるが，そのほかのいろい

ろの条干ドによって引かされるととが多く， とれならという処理の方法はないように訟もわれ

る。とりわけ，処翌日なしでもねづき易いときにききめがたきいというととが目立っていて，サ

シホみやからのつき易さがもっとも大切なととを必もわせる。

C. 砂糊そのほかの処:f![[: Tll L\[AKS と DELTPLE45 ) はホルモンで 24 時Ii \l処正m したのち，

5%のシヨトウ (Sucrose) に 3 flli\lひたし，ネヅキがふえてJ・iîÜが減るととを見た (P. Stｭ

robus)。とのときピタミンBlの処ヱ11[をゐとなったが p とれのキキメは見られなかった。 DOH品

など、 1~) も，ホルモン処理の前に， 2.5 %のシヨトウ水i乙 20 時1l\10~たし，やはり枯れが減ると

とを見たe しかし DEnam!)) ゃ DOH，"\N の後の {iJI:究では ， li'Ý臓がホルモンを11})けるあるいはネ

グシにゃくだつようなデータは/1 1ていない。

主主主ーを公ぎなうために DEI:BJüものがストロープマツ (P. Strobus) でととろみた，硫酸アン

モエウム p 硝般ナトリウム，成主などの 0.1% ミズi脊液に 16 時I f\ l泣す処J'l][では，ネグシには

効き目がなかったがp 硝酸ナトリウムの場合生きているWJII\lがのび， カルスがよくできたと

いう。

とれまでにゐとなわれている最も複雑な処王mは，アメリカ Florida，のヤユカキマツにたい

するものだろう G すなわち， MrTcllELL など33)はカリブマツ (P. caribaea) についていろい

ろの処理をたとなったうち，

i) Merk の traumatic acid.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .50 ppm 

ピタ ミン Bl ・・・・・・・・・・目・・・・・・・・ ................. .10 ppm 

必要な1n'与tft:養分全部

シヨトウ.........， .................................5 % 
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の i前夜に 24 時II\Jひたしたのち，

Hormodin No. 2 

の粉にまぶす。

ii) 上の traumatic acid のかわりに，

IB ........... .25ppm 

IA ........... .12ppm 

NA........... .12ppm 

のまぜものをいれた方法

のふたつがiえもよかったという。

ダイオウマツ (P. ρalustris) について Don泣品1りがととるみた場合も p

traumatic acid.. . . . . . . . . . . . . . . . . 15 ppm 

80dium pentachlorophenate ... .15 ppm (殺j\!A剤)

ビタミン Bl .................. ..10ppm 

シヨ トウ目・・・・・・・・・・・・・・・・・・ .... 5% 

plant foo�... . . • • • . . . • . • . . . • • . . . .0 州錦訂以;タミン，ホルモンを合む

のミズiぬ夜で処王IJ]. をむとなって，上い月:Ii:*xiをゐさめた。

上の DOll.MAN11 )の処方のうち， 80dium pentachlorophenate (士殺前剤だが， DEFl1J';H8) !J) , 

S]\()W31J)もサシキ犬l!士の!ポ 181 としてI宥にたかさ)1.-るととに 11 をつけている。 DEUJIEI:.りはその対

策として，サシ*を昨目立で円安，.']: (pH 4.0) にするか，サシホをまf-ポまたは1Hf1;硫黄剤で治市す

るのがよいとのペている。とりわけ千日空硫苅剤は水くききめ左たもつのでよいという。 ethyl

mercury iodide でサシ!択を消毒するのは薬得がひどいc

Dり1:..\1':(1) も 1xî:ti剤のききめをくらべ， feric bimethyl dithiocarbamate Oi'~Li lll ;f， Fermate) 

がよくきき， mono-basic potassium phosphate (0.5~ 1. 0%) ， potassium ferricyanide 

(0.1~ 1. 0%) ， manganous sulfate (0.5~1. 0%) たどの 5Q年II\J処坦Hでは，それぞれきかなか

ったり，守がみとめられたりしたという n Fermate はまた DUl<' l<' f J<: LlJ と L:lmICI)]o;T 1G ) によっ

てもつかわれている。

D. 'j'Ji木に対する処理. サシホのネヅキやホルモン処理のきき方が親木によってかなりち

がい p それがかなら十冒しも遺伝によるものばかりとは考えられないので，サシホをとる前に親

木に処理してねづく力をたかめようというととが考えられた。この方法はまだほ/しの試みが行

われたばかりだが， Ko~nE.sAlWy25) はオオシユウアカマツ (P. silveslris) で，千葉48) はアカ

マツ (P. densiflora) で p 枝を針金でしばることによってよい成績をどゐさめ， TOD"\53)は 6 年

生のアカマツ (P. densiflora) の枝に赤いセロハンの袋をかぶせるととによし親木 5 本の

内の 2 本でネヅキ歩合がいちじるしくふえたのを見た。との場合，実験の子抜かりから ， ~JJい
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たのが光の色か，あるいはほかの条干1=かというととはわからないが，とにかくサシホをとる jJíj

の環境をかえるととによってネヅキをたかめることができるととだけはあきらかになった。た

だし，との場合にもやはりねづかない組本がるるので，すべてが環境の'dM出jによって解決でき

るかどうかはわからないむ

とわけ 4. サシHミと手入

A. サシ I iとの叫附 FIEL])18) ， Jλ( 川BS"'3:~)はいきなり -iii1.mにさしつけているが，とれはねづ

き易いインシグニスマツ (P. radiata) ではじめでできるとととむもめれるd しかしそのほか

にも -rii 1:/l 1 にさしつける例がないわけではなく，了=店(8)のアカマツ (P. densiflora) , SKOW3O) 

のストロープマツ (P. Strobus) ，恥11'1'l'1l'， L L など川のカリフマツ (P. caribaea) などがあ

る。

去の他の多くの人は p 温室9) 山川品)ガラス主主[.1) 16) 33) 附か p 簡単なフレ{ム 17) 31)) 30) 47) を

利JiJし p るるいは鉢の上にガラスをかぶせたり 41) あるいはヨシズ下で風のあたらないととろ

に鉢を 3むいて叫フレームに似た環境を与えている。

B. !札 1: . . -， 'i ，1./1 1 にさしつけた FIELJ}8) ， JACOllS2:l)はもちろん1:1ll二じだが， 1:/1 1 土は幹也にはよ

くない。とれは p ちょっと考えると， 1./1 1 こ1: にはいろいろの菌類がいてそれがネダシをさまたけ、

るのではないかと ιLわオLるが， ÐOHA:Nll ) は:1:/1 1ニ1:そのものが}&いととを>t!.た。すなわち， :(沙にこl二

をまぜたものは，あらかじめ主主気で殺lïi しでもしなくても p 石少+ピ{トのまぜものより悪いと

いう。

しかし， iJihiの関係はまだはっきりとはわからない。谷[1 44)は砂をホウロクでいってつかう

のがコツだといい， 患い菌類をとろすのがよいのだろうとかんがえている。 はんたいに p

Sxow叫)は， いちとど、つカか為つた)床i未FドLミ:二1: 1ゴlに亡またさしつけたものがよ〈ねづ〈としい、うので， J川休4ぷ4土 Iにとまざざ
弘

り込んだ

とのようなととがたしカかミにあるのカかミどうカか込も tまt だあきらカか込でで、 Jは土な< , ÐOIl川ll) も，蒸気で殺菌

するかしないかはネヅキ易さにかかわりなく，またミコリザをつくるfüを Hと[:にまぜても杢〈

効県はなかったという o ÐEPIヲI恨めがI"ij，酸でサシJ)，ミを酸性にして閣の守を防いだととはすでに

のべた。

いちばんひろく JFJ いられる*.:J:は， 砂か p 砂とピ{トのまぜもののようだc 谷口 44)はとまか

い7i舎を上にのぺたようにホウロクで、いってつかい (P. T hunbergii var. asρerα) ， Mmoγ 

はストローフ、マツ (P. Strobus)30) ， ポンデローサマツ (P. Jうonderosa) そのほか聞に， Mxx山

など町は P. Mugo var. Mughus IC , MI'l'CHELL など 13)はカリブマツ (P. caribaeσ) 1[. , 

7)\はけのよいあらい砂をつかっている。 ÐEGHEr(8 ) も砂とビートのまぜものより砂だけのほうi

がよいとのぺたc

しかし，いっぽうでは， Kけ~ITPS.A l~りy25)はオオシユウアカマツ (P. silvestris) で， TJlDIAi¥X 
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とD.ELæL]<;~川， FAJl，UAl~ と Gn.，\GE17 ) ， DOH.ANll )はストロープマツ CP. Strobus) で， TIFl'百λXy' l)

は P. Mugo var Mughus で，砂とピートのマゼモノの方がよいととを見てむり，いちがい

にどうといってしまうととはできない。とれlてついては， DO)(AXll )がいうように p ひとしく砂

あるいはピ{トといっても，それらはたの必のいろいろな性問のものを合んで、いるので，去の

よたのの研究者がかならやしも同じものをつかっていないというととが，とんな混乱を生むひと

つの郎 1)，1 になっているだろう。

わなじJ:うなととは，ビートのi]!:~n，すなわち， ミズゴケのピートとスゲのピートの1mにも

いわれ， FAHH.AH，と GH，ACE17 ) ， DOB.AXll ) はスヂのピートがよいととをみたが，どとでもそう

だというわけには行か-j;， サシキをしようとするものは，ひとと去りr'I J:i"の材ー午、|についてあた

って見なければならない。

谷 11 44) は砂のほかに赤 f:，カヌマJ:を使って兄たが砂の方がよいといっている。 TO])，\ÓIり 5J)

は主にカヌマ土をつかっている。

C ，サシHミの制度: はっきりと，サシ床をあたためなければならないとのべたのは KO~lTs-

沼.AH.oV'J5) で，オオシユウアカマツ (P. silvestris) を 20~250C と 30~350C とでくらべてみ

て，低いほうではまるでねづかないととを見たっ Mr'l'CHELLたち~，j) もカリプマツ (P. caribaea) 

で， 75~800F (24~320C) がよいとのべている。

しかし，いっぽうでは， TIfnIX:-，~と DET，I日LE'同は， あたためたもの (240 C) とあたためな

いもの(ゐよそ 18 0 C) をくらべて (P. Strobus) ，あたためるとかえって思いととをみとめ，

DOHANll) もやはりあたためる必要はないとのべている (P. Strobus) 。 とのくいちがいがEJt聞

の泣いによるのかどうかは，ほかにしらべたものがたいのでp なんともいえない。

なJ;;-， Dlmll J<:]{，~l はストロープマツ (P. Strobus) で 70 0F (たよそ 21 0 C) に， Mw.oy'lIJ) 3~) 

はストロ{フQマツ (P. Strobus)，ポンデローサマツ (P. ρonderosα) などで 74~780F (会

よそ 240 C) に， DOIμ(M 

fたζめて3必E り札， Fr山E引I ，Dが18叱〉勺， ]Aιじω0ゆO叩Jl目伊.'33)のインシグニスマツ (P. radiαatαω) ，谷 11 仰のニシキマツ (P.

Thunbergii var. aSjりera) ， TODAótl )5Cl)のアカマツ (P. densiflora) などはまったくあたため

てないc

D. 7[\やり・ ある場合には p マツのサシホははなはだかわき易< (DErEJm3)) , それをふ

せぐために，ガラス室の泊り道や盟友どにしばしば7](をまき (DI)R，\Xlll ) , また， ~うたまから

シプキをかぶせて空気の湿りを増すととがむとなわれる。すなわち， Mr町I-IELT，たち "3) I土カリ

プマツ (P. caribaω〕について思のあいだ1O~12時間，ひきつづいてかまたは 10 分会きに

5分づっP とまかりlシブキをかけ， DOH，}IAx1りもダ、イオウマツ (P. ραlustris) で 8 時から 17

時 30 分まで， 10 分ごとに 1 分1m きりふきをしている。

しかし，いっぱんにいって，湿りすぎのときは枯れがふえて結果がわるい。インシグ=スマ
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ウ (P. radiatα) の州lI:ざしで， ]ACODS''') は， 乾きすぎのときにはネヅキ歩合はだんだんに落

ちて 10 %ぐらいにまでさがるのにたいし，湿りすぎの場合にはたちまち 0%にまでむちてし

まうとのべているçT度よい湿りかげんというのは，若いメパヱが-tJ:1:i1j病にかからないでしか

もよく Yfつ程度と会なじだという。

湿りすきーが思いととは ， J1ミ土のととろむ J)'(rまけということがやかましくいわれているととで

もあきらかで，とまかい砂をつかう谷口 H)は，スリパチの 1まをぬいたものを鉢として使うとと

でノkはけをはかり，また!Jくをとやりすぎないように注立している c ピ{トを使うときにも，湿り

すぎないように注意するととがん切だ11) 。

E. ヒヨケと風ヨケ: 谷口叫はサシキパチをヨシズ下の午ひかげにたき，朝日 lこ 2~30 分

あてるとのぺ， TIII;\L\::\"Xと DET， :8f， gló)はストロープマツ (P. Strobus)で，瓦のあいだ ch巴ese

doth を 2 t~ヒかけるといっている。

しかし Mrl'l'守TELJ，など33) はカリプマツ (P. caribaea) で， すっかり日にあてるのがよい

といいタ DOJ:kXll ) もストロープマツぐP. Strobus) で， ヒヨケをかけ続けるととは必要でな

いばかりか，むしろのぞましく左いとのべ，日ざしが強すぎるときはガラス宝の pfj側に n布の

カ{テンをかけるよZ度がよいとしている u TODλ5U)のアカマツ (P. densiflorα) などは全〈ヒ

ヨケをしてないが， ?'~j)J; [I1)はアカマツ (P. densiflora) のサシキパチを建物の北側にたいて

散光だけがあたるようにした。

イ与の *111 ざしのJ必イヤには， ヒヨケはー!:土也の i~ill立をドげるのでのぞましくないが，討対 1:の容を|徐

くにはやくだっという:::::1\

)5\\.1こあてるととはきわめてHn， く mu〉， ガラス虫のなかでも風通しに気をくぱる必要はない

[1) 
。

おおわけ 4. サシホのネヅキとサジキ苗の育ち

A. ;.jl~はどとでかたちづくられるか?: ふつうサシキがねづくときには， ;.jl~は杭物の担制

によって k.休きまったltjJíJí-からでるもので，ゐゐくのH:1iJ1では切 11 のドH5止にあつまって I j!)るこ

とがたゐい。 -1;1] 口のそばから 1:11) るものの rll には p 棋のもとがカルスの 11'にかたちづくられたも

のもあるが，それで、もサシホの~!~の利が止からかたちづくられたものの方が多い。ととろがマツ

では，主にカルスからネダ、シがむとる(J.ACODS23 ) ， KO:\IISS.AROy25)) 。 とれについて TOD.A と

S'\'1' (054 ) はアカマツ (P. densiflora) のメパヱの茎をサシキして， tRがかたちづくられてゆ

くすじみちをしらべた。

カルスをつくる活動は， サシツケの後 3 日ぐらいではじまり， 7~8 日の後には-91 口にあ

らわれはじめる。 はじめに分裂をはじめるのはカンピウム (cambium 形成ほ)とフロヱム

(phloem，飾部)の細胞でp まもなくコルテックス (cortex，皮!母)とピス (pith，髄)にも
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分裂前i引がむとる。カルスがはっきりかたちづくられるのには，だいたい 3 迦1 1\ 1かかる。

ネグシは2911 の後に見られた。そとで，残っているサシホみんなを抜きとって切って見て，

根がカルスだけから IJl，ているとと，まやカルスの炎fMのふくらみとしてあらわれるらしいとと

をは!日したのとのととは， Jλ('f)J]日.~:l)が， tí~がカルスのむもてにコブとしてあらわ~G， :}庁j工て

とれ易いとのぺているととをよく読IfJJずるものとわもわれ， また， マツで自然のトリキ(伏

条)がはなはだすくない (CO() l'lm，5) ， BXXXAどっ ととともよくあう。 しかし，との観君主は，

その後の快勝(未発表)の観察で訂正されなければならないようだ。すなわち p カルスからIf" 

るととにまちがいはないが，根のもとがまや夫前[のふくらみからはじまるんいうのはまちがい

で，やはりカルスの r[rのトラケイド (tracheic1.，イ反埠rn の発j主:とからみあってそのそば、に fíõ

られるもののようにむもわれ，スギなどのカルスから IJl，る恨のできかたとそう大きな泣いはな

いようだし

サシホの車II.M:liそのものからtr~が 11'，るとともないわけではない。 I玉川rIES.A H.OV.'J，))はホルモン処

.J;lllをしたオオシユウアカマツ (P. silvestris) で，サシホのカワをやぶって/1 1た艇を見てゐり

DEL:RLE6) もストロ{プマツ CP. Strobus) のホルモン処.J;lllで， ~日;のいり込み(leaf trace) の

そばのレイ (ray，す刊、k~J~) から艇ができるとのべている。ハイマツ (P. ρumila) のトリキ

の艇の 111 ぐあいをちょっと倒摂したときにも，くわしくはわからなかったが，年さ、かいの川の

レイが大切なはたらきをしているようにゐもわれた(米発:夫)。

はなはだ奇妙なネグシが TOh\"l)に上ってみられている。すなわち，ホルモン処.flJlをしたモ

ドウマツ (P. Thunbergii var. CModoomatuj) のハタパザシで，誕と架の1/\1 1てあった子が

根1'[変ってしまうものでP このような現象はとれまでには Brassica 1m:でしられているだけuう

ようにもゐもわfL る。

とのような例外はるるが，マツ支店のサシキのネグシは，だ7いたいカルスからふ、となわALるも

のと公もってよい。

B. ネグシまでの[!数: さしつけられたサシホが艇を 111すまでに，どのくらいの I1 数がか

かるか，については，わりあいに手?かれたものが多いυ

とれのいちばん短いのは，上にのべたアカマツ (P. densiflora) のメパヱザシ同の 29 日

で，親木がきわめて若いととによるのだろう。 Tn:-}fA.l>"Xと DEJ，:::SJ， E45 ) もストロープマツ (P.

Strobus) で 1 年以下のノj、市ならば 6 週間， 2 I，f'--n'íならば 7 週間， 3 !r jミ苛 8~11 週11日， 65 1,1'­

の親木では 15~21 迎1/ \1かかったととを報告している。

ネグシまでの日数はまたサシツケの時期でも泣うようだ。行口4<1)はニシキマツ (P. Thunｭ

bergii var. asρera) で，ハルザシのものは 10 n に，アキザ、シのものは 3 月に根を 11\すとい

っているじまた，やっとたくれてねづくものもあるから枯れるまではすてないようにとのべて

いる。いちじるしくたくれてねづいたものは Sxow3わがストロープマツ (P. Strobus) でみ
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たものでp 瓦のたわりにさしつけたものが， _:j(の年の 10 n に根を出している。

そのほか T竹DA聞はモドウマツ (P. Thunbergii var. CModoomatuJ) のハタパザシの 4

月さしつけで 4~9 週間， FIELD13 )が 5 JJ (欧の会わり)にさしたインシグニスマツ (P. raｭ

diata) は 11)] に，J;;-なじ P. radiata を l\f'OJ出23) が 6~8 月(欧のゐわ 1)) I亡さしたの

は 12 月に， Mnwy3け) 32)が 12~1 H 1亡さしたポンデ、ローサマツ (P. ρonderosa) は 5~8 月

にネダシを見た。 K川nsp.AH.üy:J 5) は 7 n 5 ~12 111乙オオシユウアカマツ (P. silvestris) をさ

して 5 迎11\ 1， MI'rcllELL たち33)は 6 }j 20 日にさしたもののうちに 2JJ で棋をだしたものがあ

るととを.nた。 DOBAX たち12) ， DOilA)i"11) は，ストロープマツ (P. Strobus) を 1~3 Jj に

さしてねづくのに 3~5 月かかり， DEUllEl円はナツザ、シの場合もっとながくかかるととをのぺ

てしる。

C. ねづいたサシキ}古の育ち: サシホがねづいたのち，どんなはやさで571Aってゆくかを書

いたものは，わりあいにすくないc MrBO¥.:ll) I土，インシグニスマツ (P. radiata) のサシキ古

はミショウ iYi と同じようによくのびるが， ストロープマツ (P. Strobus) やポンデローサマ

ツ (P. ρonderosα) ではのびがはなはだふ‘そいととを見た。 田 1'1-143 ) も， サシキではないが，

クロマツ (P. Thunbergii) のウパツギザシ (nurse-grafting) で'{lt'ったネヅキ7Il{がよく育た

ないとのべている。

しかし， DOH..\xll ) によ IIば，ストロープマツ (P. Strobus) のサシキナヱは，はじめの内は

なかなかのび、ないが，いくねんかたつうちには，同じトシのミショウ}iTと変りない大きさにな

ったという。 TII'))L\f;と RτKEH，47) も交た，ヤマに中[([えら:l'lたストロープマツ (P. Strobus) 

のサシキ ffiが，いっしょに植えられたミショウ市と変りなくのび、ているととをのべている。

サシキ717で、iil林地をしたてたのは，まだ Fn'I，D18 ) のインシグニスマツ (P. radiatα) だけ

だが，とれを 8 年ののちにしらべた B(mCll) りは， 8 (， 1三生の平均のfI-iJ さ 31 7 イ{ト(ゐよそ

9.5m) ，もっとも t:jいものは 36 7 イ{ト(ゐよそ11m) だったと ~K-Pr している。インシグニ

スマツ (P. radiata) はもともと育ちのはやいFr[J!J1のマツだが，それにしてもこの成額は悪く

ないらしい。

ヨコヱダからとったサシホが，ねづいた後にも枝の性質を残していて，いつまでもシンを立

てないととが，いろいろのf~nでしられている。マツについても Mruov31) はそんなととがあ

るかもしれないと心、配しているがp その心配はいらないようだ11) 川町。

取がででも， その1根長がサやコんサ歩コんのび、ないで、二!リj民;文Eむiに乙イや11ザ引仰JIル|ド川11川lリl も J支分

deηsiザflora) のハ夕パザシでで、玉羽i日K行凶イ-fJ片tされた5問2幻)。マツ実~~îの恨iてはもともとのび、る紋とのびない棋と

あり，のび、ないものはこのように牧分れをするととがしられているのだが〉との場合にはカル

スからただちにとのようなのびない侭がfUたのだとゐもわれる。校ざしの場合ならばとのよう

な供はmないか，または川ても気付かれないでしまうだろうと，目、われるが，もしとのよ vうな恨
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だけならばそのサシホが←ff{になるととはむづかしいものと訟もわなければなるまいc

おおわけ 5. むすび

←ーーこれからのみとおし

はじめにのべたように， マツlJ'iのサシキの研究は 11M恥文良の必要から必となわれてきてい

る。とのようにサシキのむつかしいものだから，いま=ホンやスヱー戸ンなどで進められてい

るマツ類の rl1，1';[(改良の方法は，ひとまやサシキをあきらめて、ソギキによってタネトリヤマを作

る:志向にむかっている。だが，それだからといって，もうサシキはでき左くても上いのだ，と

いうととはできない。サシキ7iTで浩林地を作るととはあきらめても，選んだ親木の遺伝性をた

しかめる試験Fijの百をつぜるだけにでも，サシキ715iがほしい。まして事業問の了Ji木がサシキで

ぜきるならば，品種改良の千数はうんとへらすととができる c

残念ながら p いまながめ波したとゐり，まだわれわれはマツ矧のサシキに成功しているとは

いえない。また，遠くない年nのうちに成功をむさめるととができようとも，今の状況ではjι

えない。純物ホルモンという大きな武維をヂに入れて一時に f丹波になった研究も，今ではだい

たい行くととろまで行って慨にぶちあたったような感じがする。

そとで，われわれとしては次の研究の方向をどちらにむけて定めればよいだろうか。人によ

っていろいろ考えがあるだろうがp 書き子としては，ニホンのアカマツ p クロマツを耐にむい

て，王手〈のように考える。

1. ねづき易い木をさがすとと。

2. サシホをとる前の組本の環境がサシホのネダ、シにゐよ 1'1'す影響をよくしらべるとと。

ー;仰木によるサシキのh!(仙のパラツキは p 前にのべたように，遺伝と環境によって定められて

きているものと考えられる。遺伝の面からとの問題をとりあげれば， 1.のねづき易い*をさ

がすという方向になり，ねづき易い木がかなり集まれば\その 111にはよい性質をもっていてサ

シキマツの品種(クローン)をかたちづくらせるととができるのも見出されるかもしれない。

そのようなものが見 111 されなくとも，遺伝的にねづき幼いというものがあるのならば，よい'1'

質をもつ烹系、統tに乙ねづき易さのf性EE質Tを交問配日に上つてとり入れるとともそのうち Iこでで、きる告筈:だ。

環境がネグシの能力にたいしていちじるしい影特をあたえているととははっきりしている。

との)ic3;.~~が環境のうちのどの要素によってあたえられているかははっきりしないが，いまのと

とろ p 光条件と生気の湿りが大きいようにゐもわれる。そのほか，さまざまな条件をあたえて

みて，ネヅキ歩介がどう変るかをしらべてゆくととが望ましい。

そのほか，ホルモン処理二にしてもやJにしても F まだいろいろの事をたしかめてみなければな

らない。とのようなテストを行うのに，小さな-仰木からたくさんのサシホがとれ，しかも実験

の場所をとらないハタパザシの方、法は，いろいろサグリを入れてゆく為の道具として趨当なも
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のと思う。 もちろん，その芳三ののびの川題が併ジとされない|民り実際のIIi作りには役立つもので

はないカf。
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っけたし
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Ar,LSOP, F. (1950) Propagation of Pinlls radiata D. Dox by means of cuttings. (Interim 

Report). Forest Res Notes (New Zealand) 1 (2): 1-17. 1950. 

ti j':J--， 引 )IJ:乞献の rjr に弐のものがあがっている。

無名 (1946) Vegetative repro::luction of monterey pine. Ann. Rep. For. Bur. (Aust.) 


